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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第20期
第２四半期
連結累計期間

第21期
第２四半期
連結累計期間

第20期

会計期間
自平成24年12月１日
至平成25年５月31日

自平成25年12月１日
至平成26年５月31日

自平成24年12月１日
至平成25年11月30日

売上高（千円） 31,467,520 32,480,949 62,737,794

経常利益（千円） 1,077,768 1,189,062 1,699,427

四半期（当期）純利益（千円） 476,751 469,494 612,636

四半期包括利益又は包括利益（千円） 457,158 470,532 590,675

純資産額（千円） 9,985,394 10,807,361 10,005,743

総資産額（千円） 22,145,018 25,976,284 24,927,812

１株当たり四半期（当期）純利益金額

（円）
29.84 29.17 38.32

潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）

純利益金額（円）
29.42 28.77 37.75

自己資本比率（％） 44.9 41.6 39.9

営業活動によるキャッシュ・フロー

（千円）
1,290,817 1,750,014 2,903,882

投資活動によるキャッシュ・フロー

（千円）
△2,050,596 △787,787 △3,472,653

財務活動によるキャッシュ・フロー

（千円）
△663,451 100,580 △1,009,166

現金及び現金同等物の四半期末（期末）

残高（千円）
4,046,207 4,950,755 3,887,279

　

回次
第20期
第２四半期
連結会計期間

第21期
第２四半期
連結会計期間

会計期間
自平成25年３月１日
至平成25年５月31日

自平成26年３月１日
至平成26年５月31日

１株当たり四半期純利益金額（円） 9.90 9.65

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載して

おりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．当社は、平成25年６月１日付で普通株式１株につき100株の割合で株式分割を実施しており、１株当たり四半

期（当期）純利益金額及び潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額は、当該株式分割が前連結会

計年度の期首に行われたと仮定して算定しております。

４. 前第２四半期連結累計期間（第20期）において、営業活動によるキャッシュ・フローのうち信託受益権の増減

に関わるものは、当第２四半期連結累計期間（第21期）より投資活動によるキャッシュ・フローに表示してお

ります。当該表示方法の変更を反映させるため、前第２四半期連結累計期間（第20期）の連結財務諸表の組替

を行っております。
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２【事業の内容】

　当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び連結子会社）が営む事業の内容について、重要な変

更はありません。また、主要な関係会社に異動はありません。 
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

当第２四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載

した事業等のリスクについての重要な変更はありません。

　　

２【経営上の重要な契約等】

当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。　

　

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループが判断したものであります。

　

（１）業績の状況

当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、政府や日本銀行の各種政策を背景に企業収益に改善の動きがみ

られ、景気は引続き緩やかな回復基調にあります。

小売業界におきましては、４月１日に施行された消費税率の引上げに伴い、税率引上げ前に駆け込み需要がありま

したが、税率引上げ後の４月以降にはその反動もあり、更に円安の継続や海外製造コストの上昇圧力等と相俟って、

先行き不透明な状況で推移いたしました。

このような環境の中、当社グループは、前期より「第二の創業」として実施している「商品の創業」「店舗の創

業」「仕組の創業」を推進してまいりました。

「商品の創業」としては、プライベートブランド「Do!STARS]を進化させながら、新カテゴリー開発や海外のお客

様対応強化策として商品パッケージの英文記載に着手いたしました。

また、既存店の再活性化のためにPOSデータ分析をもとに、核となる品揃えを見直し再定義したうえで店舗への導

入を進めてまいりました。

「店舗の創業」としては、新ブランド仕様の店舗の新規出店、リニューアルを継続実施しその浸透を図るとともに

「入りやすい」「見やすい」「買いやすい」に「楽しさ・発見」を加えた店づくりに努めました。

「仕組の創業」としては、更なる成長のための全社的な取り組みとして全業務を対象とした業務改革を実施、店舗

オペレーション、本社業務の標準化・簡素化、商品ライフサイクルコントロールの確立に向け着手いたしました。

消費税率の引き上げについては、100円ショップである当社を再認識いただく商機と捉え、消費税率引上げ前の需

要増予測に基づく発注調整や感謝祭(イベント)を実施することにより、税率引上げ前の需要喚起と税率引上げ後の反

動減の影響の低減に努めてまいりました。　

当第２四半期連結累計期間における新規出店は40店舗、純増で11店舗、既存直営店のリニューアルは大規模リ

ニューアルが７店舗、小規模リニューアルが22店舗、合計29店舗実施いたしました。

これにより売上高は、全社及び既存直営店の売上高が前年を上回り推移いたしましたが、不採算店舗および今後退

店やリニューアルを予定している店舗につき、当第2四半期連結累計期間において減損処理を行い、特別損失を計上

したことから、四半期純利益は前年比で減益となりました。

以上の結果、当第２四半期連結累計期間の業績は、売上高324億80百万円（前年同期比103.2％）となり、営業利益

11億11百万円（前年同期比117.7％）、経常利益11億89百万円（前年同期比110.3％）、四半期純利益４億69百万円

（前年同期比98.5％）となりました。

売上高の構成は、直営店売上高283億78百万円（構成比率87.4％、前年同期比103.0％）、ＦＣ店売上高37億57百万

円（構成比率11.6％、前年同期比102.9％）、その他売上高３億45百万円（構成比率1.0％、前年同期比126.7％）で

あります。なお、当第２四半期連結会計期間末の店舗数は865店舗となりました。

　

（２）財政状態の分析

当第２四半期連結会計期間末の総資産は259億76百万円となり、前連結会計年度末に比べ10億48百万円増加いたし

ました。その主な要因といたしましては、「現金及び預金」が10億63百万円増加したことが挙げられます。

負債合計は151億68百万円となり、前連結会計年度末に比べ２億46百万円増加いたしました。その主な要因といた

しましては、「未払法人税等」が２億98百万円増加、流動負債の「その他」が１億22百万円増加、「長期借入金」が

２億32百万円減少、「退職給付引当金」が79百万円増加したことが挙げられます。　

純資産合計は108億７百万円となり、前連結会計年度末に比べ８億１百万円増加し、自己資本比率は41.6％となり

ました。
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（３）キャッシュ・フローの状況

当第２四半期連結累計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という）は、営業活動により17億50百万円

増加、投資活動により７億87百万円減少、財務活動により１億０百万円増加し、当第２四半期連結会計期間末残高は

49億50百万円と前連結会計年度末比10億63百万円増加となりました。

 

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動により増加した資金は17億50百万円（前年同期は12億90百万円の増加）となりました。

主な内訳は、税金等調整前四半期純利益９億91百万円に対して、加算項目は、減価償却費３億81百万円、減損損失

１億55百万円、固定資産除却損58百万円、たな卸資産の減少１億18百万円、その他負債の増加１億28百万円、減算項

目は、法人税等支払額２億７百万円でありました。　

　　

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動により減少した資金は７億87百万円（前年同期は20億50百万円の減少）となりました。

主な内訳は、新規出店及び既存店改装による有形固定資産の取得による支出６億14百万円等であります。

　 

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動により増加した資金は１億０百万円（前年同期は６億63百万円の減少）となりました。

主な内訳は、長期借入金の返済による支出２億32百万円、配当金の支払額１億20百万円、自己株式処分による収入

４億53百万円であります。

 

（４）事業上及び財務上の対処すべき課題 

当第２四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

（５）研究開発活動

特記すべき事項はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 42,000,000

計 42,000,000

　　

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末
現在発行数（株）
(平成26年５月31日)

提出日現在発行数
（株）

(平成26年７月15日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 16,770,200 16,770,200
東京証券取引所

市場第一部

単元株式数

100株

計 16,770,200 16,770,200 － －

　

　

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。　

　　

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。　

　

（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成26年３月１日～

平成26年５月31日
－ 16,770,200 － 3,028,304 － 3,065,674
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（６）【大株主の状況】

　 平成26年５月31日現在

氏名又は名称 住所

 

所有株式数

（株）

 

発行済株式総

数に対する所

有株式数の割

合（％）

城戸 一弥 東京都港区 3,108,000 18.53

城戸 恵子 東京都港区 2,376,000 14.17

有限会社ケイコーポレーション 東京都新宿区北新宿二丁目21番１号 2,332,000 13.91

日本トラスティ・サービス信託銀行

株式会社（信託口）
東京都中央区晴海一丁目８番11号 124,700 0.74

キャンドゥ取引先持株会 東京都新宿区北新宿二丁目21番１号 100,100 0.60

日本トラスティ・サービス信託銀行

株式会社（信託口１）
東京都中央区晴海一丁目８番11号 98,500 0.59

日本トラスティ・サービス信託銀行

株式会社（信託口５）
東京都中央区晴海一丁目８番11号 98,200 0.59

日本トラスティ・サービス信託銀行

株式会社（信託口６）
東京都中央区晴海一丁目８番11号 97,700 0.58

日本トラスティ・サービス信託銀行

株式会社（信託口２）
東京都中央区晴海一丁目８番11号 97,400 0.58

日本トラスティ・サービス信託銀行

株式会社（信託口３）
東京都中央区晴海一丁目８番11号 95,900 0.57

計 － 8,528,500 50.86

（注）上記のほか、自己株式が233,000株あります。
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（７）【議決権の状況】

①【発行済株式】

 平成26年５月31日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式 233,000 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式 16,535,500 165,355 －

単元未満株式 1,700 － －

発行済株式総数 16,770,200 － －

総株主の議決権 － 165,355 －

（注）「完全議決権株式（その他）」の欄には、証券保管振替機構名義の株式が100株含まれております。また、「議決

権の数」欄には、同機構名義の完全議決権株式に係る議決権の数１個が含まれております。

 

②【自己株式等】

 平成26年５月31日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

株式会社キャンドゥ
東京都新宿区北新宿

二丁目21番１号　
233,000 － 233,000 1.3

計 － 233,000 － 233,000 1.3

　

２【役員の状況】

該当事項はありません。　
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について
当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について
当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間（平成26年３月１日から平

成26年５月31日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成25年12月１日から平成26年５月31日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

前連結会計年度
(平成25年11月30日)

当第２四半期連結会計期間
(平成26年５月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 3,892,350 4,955,827

受取手形及び売掛金 486,877 490,710

商品 5,383,451 5,265,090

未収入金 2,282,936 2,261,567

信託受益権 1,949,074 1,911,935

その他 546,437 562,334

貸倒引当金 △21,042 △20,811

流動資産合計 14,520,085 15,426,655

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 3,511,019 3,575,028

その他（純額） 1,319,934 1,296,132

有形固定資産合計 4,830,954 4,871,161

無形固定資産 127,950 136,380

投資その他の資産

敷金及び保証金 4,417,849 4,525,749

その他 1,086,864 1,072,443

貸倒引当金 △29,891 △30,106

投資損失引当金 △26,000 △26,000

投資その他の資産合計 5,448,822 5,542,086

固定資産合計 10,407,727 10,549,628

資産合計 24,927,812 25,976,284

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 9,748,522 9,736,814

1年内返済予定の長期借入金 465,216 465,216

未払法人税等 251,488 549,840

資産除去債務 16,772 6,099

その他 1,500,748 1,623,221

流動負債合計 11,982,747 12,381,192

固定負債

長期借入金 314,496 81,888

退職給付引当金 919,196 998,323

資産除去債務 881,596 898,615

負ののれん 514,162 495,119

その他 309,870 313,784

固定負債合計 2,939,321 2,787,730

負債合計 14,922,069 15,168,923
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（単位：千円）

前連結会計年度
(平成25年11月30日)

当第２四半期連結会計期間
(平成26年５月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 3,028,304 3,028,304

資本剰余金 3,065,674 3,065,674

利益剰余金 4,667,411 4,994,628

自己株式 △751,267 △228,401

株主資本合計 10,010,122 10,860,205

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 △2,750 △3,955

為替換算調整勘定 △51,131 △48,889

その他の包括利益累計額合計 △53,882 △52,844

新株予約権 49,502 －

純資産合計 10,005,743 10,807,361

負債純資産合計 24,927,812 25,976,284
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成24年12月１日
　至　平成25年５月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成25年12月１日
　至　平成26年５月31日)

売上高 31,467,520 32,480,949

売上原価 19,846,065 20,575,558

売上総利益 11,621,454 11,905,390

販売費及び一般管理費
※1 10,676,702 ※1 10,793,401

営業利益 944,752 1,111,989

営業外収益

受取事務手数料 42,442 47,019

為替差益 38,144 －

デリバティブ評価益 16,120 －

負ののれん償却額 19,043 19,043

その他 24,255 22,007

営業外収益合計 140,005 88,070

営業外費用

支払利息 4,521 2,279

為替差損 － 5,116

雑損失 1,982 2,832

その他 485 768

営業外費用合計 6,989 10,997

経常利益 1,077,768 1,189,062

特別利益

受取補償金 9,634 17,141

特別利益合計 9,634 17,141

特別損失

固定資産除却損 101,214 58,917

減損損失 51,502 155,934

特別損失合計 152,716 214,852

税金等調整前四半期純利益 934,686 991,351

法人税等 457,935 521,857

少数株主損益調整前四半期純利益 476,751 469,494

四半期純利益 476,751 469,494

EDINET提出書類

株式会社キャンドゥ(E03377)

四半期報告書

12/22



【四半期連結包括利益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成24年12月１日
　至　平成25年５月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成25年12月１日
　至　平成26年５月31日)

少数株主損益調整前四半期純利益 476,751 469,494

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 1,092 △1,204

為替換算調整勘定 △20,684 2,242

その他の包括利益合計 △19,592 1,037

四半期包括利益 457,158 470,532

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 457,158 470,532

少数株主に係る四半期包括利益 － －
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成24年12月１日
　至　平成25年５月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成25年12月１日
　至　平成26年５月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 934,686 991,351

減価償却費 386,988 381,893

減損損失 51,502 155,934

負ののれん償却額 △19,043 △19,043

長期前払費用償却額 18,261 19,353

貸倒引当金の増減額（△は減少） 1,042 △16

退職給付引当金の増減額（△は減少） 51,545 79,127

受取利息及び受取配当金 △5,325 △6,835

支払利息 4,521 2,279

デリバティブ評価損益（△は益） △16,120 －

為替差損益（△は益） △4,748 1,584

固定資産除却損 101,179 58,917

売上債権の増減額（△は増加） △31,621 △3,845

たな卸資産の増減額（△は増加） 134,006 118,360

仕入債務の増減額（△は減少） △58,267 △11,707

未収入金の増減額（△は増加） 79,660 21,467

未払金の増減額（△は減少） 203,541 35,982

その他の資産の増減額（△は増加） △358 △58

その他の負債の増減額（△は減少） △131,018 128,041

小計 1,700,434 1,952,786

利息及び配当金の受取額 3,923 6,718

利息の支払額 △4,521 △2,279

法人税等の支払額 △409,018 △207,211

営業活動によるキャッシュ・フロー 1,290,817 1,750,014

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △608,590 △614,615

無形固定資産の取得による支出 △16,848 △23,672

資産除去債務の履行による支出 △56,194 △38,183

長期前払費用の取得による支出 △26,895 △29,249

敷金及び保証金の差入による支出 △105,133 △190,872

敷金及び保証金の回収による収入 112,730 72,440

信託受益権の純増減額（△は増加） △1,347,957 37,138

その他 △1,707 △773

投資活動によるキャッシュ・フロー △2,050,596 △787,787

財務活動によるキャッシュ・フロー

長期借入金の返済による支出 △564,808 △232,608

自己株式の処分による収入 21,165 453,390

配当金の支払額 △119,808 △120,201

財務活動によるキャッシュ・フロー △663,451 100,580
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（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成24年12月１日
　至　平成25年５月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成25年12月１日
　至　平成26年５月31日)

現金及び現金同等物に係る換算差額 △15,852 667

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △1,439,082 1,063,475

現金及び現金同等物の期首残高 5,485,290 3,887,279

現金及び現金同等物の四半期末残高
※1 4,046,207 ※1 4,950,755
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【注記事項】

（四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理）

（税金費用の計算） 

税金費用については、当第２四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計

適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。　

 

（追加情報）

（表示方法の変更）

　前第２四半期連結累計期間において、「営業活動によるキャッシュ・フロー」の「仕入債務の増減額」のうち信

託受益権の増減に関わるものは、当第２四半期連結累計期間より「投資活動によるキャッシュ・フロー」に表示し

ております。この変更は、従来仕入債務の早期決済のために取得していた信託受益権について、当第２四半期連結

累計期間においては、余資運用を目的として継続的に取得しているために行ったものであります。

　この結果、前第２四半期連結累計期間の四半期連結キャッシュ・フロー計算書において、「営業活動による

キャッシュ・フロー」の「仕入債務の増減額」に含まれていた13億47百万円を「投資活動によるキャッシュ・フ

ロー」の「信託受益権の純増減額」に組替えております。

　

（法人税率の変更等による影響）

　平成26年３月31日に「所得税法等の一部を改正する法律」(平成26年法律第10号)が公布され、平成26年４月１

日以後に開始する連結会計年度から復興特別法人税が課されないことになりました。これに伴い、平成26年12月

１日に開始する連結会計年度において解消が見込まれる一時差異については、繰延税金資産および繰延税金負債

を計算する法定実効税率が従来の38.01％から35.64％に変更になります。

　なお、この税率変更に伴う影響は軽微であります。
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（四半期連結貸借対照表関係）

１．当社においては、運転資金の効率的な調達を行うため取引銀行と当座貸越契約を締結しております。これら

契約に基づく借入未実行残高は次のとおりであります。

　
前連結会計年度

（平成25年11月30日）
当第２四半期連結会計期間
（平成26年５月31日）

当座貸越極度額 3,900,000千円 3,900,000千円

借入実行残高 － －

差引額 3,900,000 3,900,000

 

（四半期連結損益計算書関係）

※１．販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は、次のとおりであります。

　
前第２四半期連結累計期間
（自 平成24年12月１日
至 平成25年５月31日）

当第２四半期連結累計期間
（自 平成25年12月１日
至 平成26年５月31日）

地代家賃 3,414,957千円 3,514,909千円

雑給 2,684,532 2,741,460

退職給付費用 66,554 93,004

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

※１. 現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は下記

のとおりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
（自 平成24年12月１日
至 平成25年５月31日）

当第２四半期連結累計期間
（自 平成25年12月１日
至 平成26年５月31日）

現金及び預金 4,051,279千円 4,955,827千円

預入期間が３ヶ月を超える定期預金 △5,071 △5,072

現金及び現金同等物 4,046,207 4,950,755
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（株主資本等関係）

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自　平成24年12月１日　至　平成25年５月31日）

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
（千円） 

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成25年２月22日

定時株主総会 
普通株式 119,781 750 平成24年11月30日平成25年２月25日 利益剰余金

　

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計

期間末後となるもの

決議 株式の種類
配当金の総額
（千円） 

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成25年７月12日

取締役会
普通株式 119,968 750 平成25年５月31日平成25年８月26日 利益剰余金

（注）平成25年６月１日を効力発生日とした普通株式１株を100株とする株式分割を行っているため、当該株

式分割を考慮した場合、１株当たり配当額は７円50銭となります。

　

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自　平成25年12月１日　至　平成26年５月31日）

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
（千円） 

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成26年２月25日

定時株主総会 
普通株式 120,028 7.5 平成25年11月30日平成26年２月26日 利益剰余金

　

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計

期間末後となるもの

決議 株式の種類
配当金の総額
（千円） 

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成26年７月15日

取締役会
普通株式 124,029 7.5 平成26年５月31日平成26年８月25日 利益剰余金

　

３.株主資本の著しい変動

　ストック・オプションの行使による自己株式の処分に伴い、当第２四半期連結累計期間において自己株式が

522,865千円減少しております。

　この結果、当第２四半期連結会計期間末における自己株式は228,401千円となっております。

　

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

前第２四半期連結累計期間（自　平成24年12月１日　至　平成25年５月31日）及び当第２四半期連結累計期間

（自　平成25年12月１日　至　平成26年５月31日）

当社グループは、日用雑貨及び加工食品の小売店舗チェーン展開を主たる目的とした単一事業であるため、

セグメント情報の記載を省略しております。
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎並びに潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額及び算定上の

基礎は、以下のとおりであります。

　
前第２四半期連結累計期間
（自　平成24年12月１日
至　平成25年５月31日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成25年12月１日
至　平成26年５月31日）

（１）１株当たり四半期純利益金額 29円84銭 29円17銭

（算定上の基礎）   

四半期純利益金額（千円） 476,751 469,494

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額（千円） 476,751 469,494

普通株式の期中平均株式数（株） 15,975,933 16,094,117

（２）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 29円42銭 28円77銭

（算定上の基礎）   

四半期純利益調整額（千円） － －

普通株式増加数（株） 227,925 225,235

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当

たり四半期純利益金額の算定に含めなかった潜在株

式で、前連結会計年度末から重要な変動があったも

のの概要

―――― ――――

 （注） 当社は、平成25年６月１日付で普通株式１株につき100株の株式分割を行っております。前連結会計年度

の期首に当該株式分割が行われたと仮定して１株当たり四半期純利益金額及び潜在株式調整後１株当たり

四半期純利益金額を算定しております。

　

（重要な後発事象）

該当事項はありません。
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２【その他】

平成26年７月15日開催の取締役会において、当期中間配当に関し、次のとおり決議いたしました。

（イ）中間配当による配当金の総額・・・・・・・・・・124,029千円

（ロ）１株当たりの金額・・・・・・・・・・・・・・・7円50銭

（ハ）支払請求の効力発生日及び支払開始日・・・・・・平成26年８月25日

　

（注）平成26年５月31日現在の株主名簿に記載又は記録された株主に対し、支払いを行います。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
該当事項はありません。

 

EDINET提出書類

株式会社キャンドゥ(E03377)

四半期報告書

21/22



 独立監査人の四半期レビュー報告書  

平成26年７月15日

株式会社キャンドゥ

取締役会　御中

有限責任監査法人　トーマツ

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 芝田　雅也　　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 伊藤　憲次　　印

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社キャン

ドゥの平成25年12月１日から平成26年11月30日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平成26年３月１日から平

成26年５月31日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成25年12月１日から平成26年５月31日まで）に係る四半期連結財

務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッ

シュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

　

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社キャンドゥ及び連結子会社の平成26年５月31日現在の財政状

態並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していな

いと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

　

 （注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期

報告書提出会社）が別途保管しております。

 　　 ２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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